


    悩み

     在宅で看取りたいと考えているが、現在通院している病院は遠方で患者も体調が悪くなかなか受診できない。痛み止めも現在は今かかっている病院で処方してもらっているが、今後近くの病院で麻薬処方もでき、緩和ケアを行ってくれる医療機関を探したい。 


    助言

    
              【在宅緩和ケアのための確認と体制作り】




  
  在宅緩和ケアを考えていくうえで、重要なことが3つあります。
1．患者さん自身が在宅を望んでいるかどうか
2．ご家族全員が在宅で看取ることに納得しているか
3．安心してできるだけ苦痛なく過ごせるような環境を整えていくために、在宅医療サービスや在宅介護サービスなどを利用して体制を整えていく
患者さんの希望、ご家族の意思と納得が確認できたら、環境を整えていくための準備を始めましょう。
まず、現在治療をうけている病院の担当医や看護師、あるいは相談窓口などで相談してみましょう。身近な医療者や相談窓口で相談することで、その患者さんの状況、ご家族のサポート体制、療養環境にあわせたサポート体制や環境整備を一緒に考えながら整えていくことができます。また地域の医療機関や訪問看護ステーションなどの情報を提供してくれるでしょう。麻薬処方ができ、在宅緩和ケアを行っている病院や診療所を希望する場合も、その旨を伝えて一緒に探してもらいましょう。
通院先の医療機関に相談窓口がない場合は、お近くのがん診療連携拠点病院等に設置されているがん相談支援センターで相談してみましょう。
在宅療養支援診療所の情報も参考になるでしょう。在宅療養支援診療所は、24時間体制で、患者さんやご家族からの連絡を受け、往診や訪問看護を提供できる仕組みを整えている診療所です。在宅療養支援診療所は、介護サービスを調整するケアマネジャー（介護支援専門員）との連携や、容体急変時に入院できる病院とも連携しています。
在宅療養支援診療所は、2006年度から届け出が始まった比較的新しい制度です。
お住まいの近くの在宅療養支援診療所は、病院の相談窓口への問い合わせの他、インターネットで直接検索することもできます。


  




    



OEBPS/Images/cover/img_1776408104.png
Webhk
BALEZTFHIRQRA






OEBPS/Images/ldo_center2.png





